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テルル毒本 No.３

山田國廣著

『トモダチ作戦におけるテルル汚染の恐怖』

福島原発事故放射能汚染公害被害原因裁定を求める会

①女川沖 100km の空母ロナルド･レーガン②東京都横田空軍基地③神

奈川県横須賀基地④宮城県仙台空港米軍キャンプ基地において、福

島原発放出プルーム中大気放射能濃度（Bq/㎥）の主要核種として

Te-129、Te-129m、Te-131m、Te-132、I-131、I-132、I-133、Cs-134、

Cs-136、Cs137 が検出されていた。
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米国防省総省国防脅威削減局発行の「トモダチ作戦における放射線量評

価」の 3 つの TECHNICAL REPORT（技術報告）

①「トモダチ作戦における海岸在住者の放射線量評価」

（発行年月：2012 年 9 月）
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②「トモダチ作戦における海岸在住者の放射線量の確率

的解析」（発行年月：2013 年 5 月）
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③「トモダチ作戦における艦船別の線量評価」

（発行年月：2013 年 9 月）
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選択された 3 か所の米軍基地における PEP（推定される被ばく人数）等

①神奈川県横須賀米軍基地

②東京都横田米軍基地

③仙台空港、キャンプ基地

[1] PEP（推定される被ばく人数）

①横須賀港基地（16500 人）

②横田空軍基地（7900 人）

③キャンプ仙台（50～100 人)、仙台空港（200 人）

[2] 福島第一原発からの距離（㍄） １㍄≒1.6 ㎞

①横須賀港基地（260 ㍄）

②横田空軍基地(240 ㍄）

③キャンプ仙台（95 ㍄）,仙台空港(80 ㍄）

[3] 選択された理由

①横須賀港基地（多くの人々の被ばく可能性）

②横田空軍基地(多くの人々の被ばく可能性)

③キャンプ仙台、仙台空港 （福島原発に近くで野外活動）



5

図１：日本、本州、九州における米国防総省の被ばく可能性関連

場所（米軍関係は★印、福島第一原発は黄色表示） ①神奈川県

横須賀米軍基地②東京都横田米軍基地③宮城県仙台空港キャ

ンプ基地）の位置
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大気放射および吸引摂取において考慮される放射能核種

と化学形態

①Aerosols（エアロゾル）Sr-89、Sr-99、Tc-99m、Te-129、Te-129m、

Te-131m、Te-132、I-131、I-132、I-133、Cs-134、Cs-136、Cs-137、

La-140

②ガス状態（元素）：I-131、I-132、I-133

③気体（有機物）: I-131、I-132、I-133
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横須賀港米軍基地(NB-11)における大気放射能濃度

(μBq/m3)と算出データ領域

主要検出核種：Te-129、Te-129m、Te-131m、Te-132、 I-131、I-132、

I-133、Cs-134、Cs-136、Cs-137

測定月日：3 月 12 日～4 月 1 日
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前頁の表から作成した 2011 年 3 月 12 日から 4月 1日ま

で横須賀港米軍基地における大気放射能濃度（Bq/m3 )の

時間変化
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米軍横田空軍基地における大気放射能濃度（Bq/m3 )

主要検出核種：Te-129、Te-129m、Te-132、I-131、I-132、Cs-134、Cs-136、

Cs-137

測定年月日：3/11/2111～4/4/2011
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米軍横田空軍基地において測定された、選択された核種

の大気放射能濃度（Bq/m3 )の時間変化
注 1：横田米軍基地で検出された大気中の核種は Te-129、Te-129m、Te-132、

I-131、I-132、Cs-134、Cs-136、Cs-137 であった。

注 2：3 月 14 日の横田基地における Te-132 濃度は 48.2Bq/m3であった。
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仙台空港と米軍キャンプ基地におけるモデル化された大気

放射能濃度（Bq/m3 )

主要検出核種：Te-129、Te-129m、Te-131m、Te-132、 I-131、I-132、Cs-134、

Cs-136、Cs-137
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前頁の表から作成した、2011 年 3月 12日から 4月 1日ま

で仙台空港米軍キャンプ基地における大気放射能濃度

（Bq/m3 )の時間変化

注 1：3 月 21 日の Te-132 濃度は 35.8Bq/m3であった。
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空母ロナルド・レーガンの RR 確認など記録)と航跡の重ね

合わせ
注 1：2011 年 3月 13 日 12 時：ポイント③の女川東方 100m の海域おいて「放射線検
出」の記録がある。
注 2：2011 年 3 月 16 日 20 時：ポイント⑪において「放射線測定器がアラーム」の記
録がある
注 3：2011 年 3 月 17 日 5 図 7分：ポイント⑯において「放射能プルームに入る、１F
から 230 ㎞」の記録がある。
注4：2011年3月22日9時：ポイント㉔において「ベルタワーのウォシュダウン（除染）
作業を行う」の記録がある。
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2011 年 3月 13 日 12時の WSPEEDI による I-131 のプルーム放射

能濃度（Bq/m3：青い線で表示）と大気降下放射能濃度（Bq/m3 :ベ

ージュ色表示）と空母 RR 航跡図（赤い矢印は航行位置）の重ね合

わせ図
注 1：航海日誌によると 2011 年 3 月 13 日 12 時に空母 RR は女川沖 100 ㎞の海域
で最初の放射能検出を行う。
注 2：WSPPDI による 3月 12 日午後の 1号機放出 P1 プルーム（図中の青い線のプル
ーム：100Bq/m3）の先端は空母RRに迫ってたので、確かに空母RRは、1号機放出プ
ルームにより被ばくしはじめた。
注 3：WSPEEDI 表示は I-131 の放射能濃度表示であるが、米軍観測システムではそ
のとき Te-129、Te-129m、Te-131m、Te-132、I-132、I-133、Cs-134、Cs-136、
Cs-137 も同時に検出されていた。
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テルル毒性急性原爆症を起こすテルル同位体 ⇒原発の原子炉

内には安定テルル（Te-128、Te-130）と放射性テルル （Ｔe-127、

Te-127m、Te-129、Te-131、Te-131m、Te-132)が大量に堆積して

おり、原発事故で放出された。



16

2011 年 3月 12日（1 号機ベント、建屋水素爆発放出日）の１号機

に堆積していた放射能（Bq)と Cs-137 比
注１：１号機放出プルームの主要核種は Te-129、Te-129m、Te-131、Te-131m、
Te-132、I-131、I-132、I-133、 Cs-134、Cs-137 であった。
注２：１号機プルームの主要核種の Cs-137＝1 とした場合の放射能比は
Te-129=0.13、Te-129m=0.2、Te-131=0.07、Te-131m=0.3、Te-132=5.1、I-131=5.4、
I-132=5.2、I-133＝1.3、Cs-134=0.94、Cs-137=1
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2011 年 3 月 13 日 12 時から 14 日 1 時の空母ロナルド・レーガン

の甲板(セクション別)および主機械室における簡易測定法による

大気放射能合計濃度（Bq/m3 )
注：3月 13日 12時から 14日 1時までのプルームは1号機放出プルームであるので
その Cs-137 放射能比は、以下の構成核種比であった。Te-129=0.13、Te-129m=0.2、
Te-131=0.07、Te-131m=0.3、Te-132=5.1、I-131=5.4、I-132=5.2、I-133＝1.3、
Cs-134=0.94、Cs-137=1 で与えられる。
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2011 年 3 月 13 日の空母ロナルド・レーガン飛行甲板の各

区画場所における放射線量率(μSv/h)
注：2011 年 3 月 13 日 19 時の飛行甲板 section6 における 20μSv/ h は、3月 15 日
の福島市の平均値に匹敵する放射線量であった。
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2011 年 3 月 13 日の 8時間帯における R（空母ロナルド・

レーガン）と M（駆逐艦ジョン・S・マケイン）の位置と放射能

濃度分布

注 1：航海日誌によると空母 RR は 2011 年 3 月 13 日 12 時に 1号機 P1 プルーム」

放射線量を検出した。

注 2：図 14 によると空母 RR は 3月 13 日 1 時に最も大気高濃度の位置にある。

注3：駆逐艦Mは空母RRより放射能濃度の高い海域を航行していたが、駆逐艦は密

閉性が高いため被ばく線量は、作業甲板が開放されている空母 RR に比べて低い評

価であった。

凡例は「全放射能の大気濃度（Cl/m3）：CI（キュリー）＝30 億 Bq



20

空母ロナルド・レーガンの PAS（簡易大気採取システム）と

HEPA（危機予測評価能能力モデル） の大気測定値の比較
注 1：単位換算法⇒Ci(キュリー）＝30 億 Bq（ベ レル）
注２：2011年 3月 13日 12時に放射能濃度が急上昇しているのは空母RRが 1号機
放出 P1 プルームに被ばくしたためである。
注 3 ：PAS（Portable air Sample）は、”携帯用の大気汚染物質採取法“を意味してい
る。
注4：空母RRの大気放射能濃度は3月13日 12時ころから急上昇し、1４時ころに最
高濃度を記録し 14 日 0 時ころに低下する。
注５：１号機プルームの主要核種の Cs-137＝1 とした場合の放射能比は
Te-129=0.13、Te-129m=0.2、Te-131=0.07、Te-131m=0.3、Te-132=5.1、 I-131=5.4、
I-132=5.2、I-133＝1.3、Cs-134=0.94、Cs-137=1 であった。
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空母ロナルド・レーガンのPAS（簡易大気採取システム

法）解析における係数効率と核種リスト
注１：空母 RR の大気経口摂取内 被曝評価の対象核種：Te-129、Te-129m、Te-132、

I-131、I-132、I-133、Cs-134、Cs-136、Cs-137

注２：内部被曝放射能は「Overall Detection Efficiency」（全核種検出効率:cpm/dpm）

によりより決定される。

注３：放射性試料を計測したとき、崩壊率（dpm）に対する係数率（cpm)の比を”計数効

率“という。計数効率＝計数率（cpm）/崩壊率（dpm）である。
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「トモダチ作戦におけるテルル汚染の恐怖」のまとめ
（１）米国防総省脅威削減局は、トモダチ作戦参加者の内部被曝対象核種として大

気エアロゾル形態の Te-129、Te-129m、Te-131、Te-131m、Te-132、I-131、I-132、

I-133、Cs-134、Cs-136、Cs-137 を測定すべき核種とし認識していた。

（２）米軍脅威削減局の”危機予測評価能力システム“により①女川沖 100 ㎞航行中

の空母ロナルド・レーガン②東京都福生市の横田空軍基地③神奈川県横須賀港米

軍基地④宮城県仙台空港米軍キャンプ基地 4か所の大気放射能濃度（Bq/m3)測定

において、Te-129、Te-129m、Te-131、Te-131m、Te-132、I-131、I-132、I-133、

Cs-134、Cs-136 が実測されていた。

（３）「JAEA-Data/Code 福島第一原子力発電所の燃料組成解析」データによると、事

故を起こした 1号機、2号機、3号機の原子炉内には、Te-129、Te-129m、Te-131、

Te-131m、Te-132 という短半減期放射性テルルとともに、半減期は無限大の安定テ

ルル（Te-128、Te-130）が「質量としては Te-132 の数百倍多く堆積」していた。

（４）つくば市気象研究所における原発事故後の大気エアロゾル放射能測定では、

Te-129、Te-129m、Te-131、Te-131m、Te-132、I-131、I-132、I-133、Cs-134、

Cs-136、 Cs-137 などが検出されていたが、スプリングエイトによる微量化学分析で

はセシウムとともに安定テルルも検出されていた。

（５）以上の(3）、(4）を考慮すると、空母ロナルド・レーガンで検出された大気エアロゾ

ルには放射性テルル（Te-129、Te-129m、Te-131、Te-131m、Te-132）以外に、半減

期無限大で放射能はゼロである化学毒の Te-138、Te-130 が質量しては多く混入し

ていた可能性があった。

（６）「テルル毒本 No.2 トモダチ作戦におけるテルルの悲劇」において「トモダチ作戦

被ばく裁判原告の見解被害症状は、テルルの化学毒と密接に関係している」こと、

すなわち「①健康被害論と②毒性論の関係」を証明した。

（７）「テルル毒本 No.3 トモダチ作戦におけるテルル汚染の恐怖」により、「①健康被

害論、②毒性論、③汚染論という因果関係を証明する 3つの要因」が証明できたこ

とになる。
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